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　展示替えオープンまで、職員は忙しい日々を過ごしています。
　先月実施した現場見学会には私たちの予想を超えた参加者があり、関係者一同大変喜んで
おります。皆様の関心の高さを改めて認識した次第です。
　博物館では今後とも様々な形で情報を発信していきますので、皆様のご指導、ご協力をお
願い申し上げます。

３月１９日（土）リニューアルオープン！！

○博物館にようこそ
今回の目玉の一つであるボックスが設置されました。

ボックスの中に何が入っているのでしょうか。

○相模川のめぐみ
壁面には相模川に関わる写真・図・イラストが、展示台

の下には引き出しが取り付けられた状態です。

○里山の四季
春と秋の里山の風景写真が壁面に張られています。中央

付近の白い部分は、人が通るとセンサーが働き絵が映し

出されます。どのようなものか楽しみにして下さい。

◆博物館にはどこにでもあるものが

資料として収集されていまが、一つの資

料を角度を変えて調べてみると、今まで

知らなかった世界が見えてきます。皆さ

んも手始めに何か集めてはどうでしょう

か。分からないこと、疑問に感じたこと

などがありましたら、お気軽に博物館に

足を運んで下さい。

－開館記念－

お囃子演奏会
　豊田本郷の宿和会・本宿雅組によるお囃子と
踊りをお楽しみください。

　日時：3月 19 日（土）
　　　　（1）13 時 30 分　（2）15 時
　出演：宿和会・本宿雅組
　場所：博物館正面玄関前
　※雨天実施
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　博物館には館所有の古文書類のほか、市民の方々から寄託された古文書類も多く

収蔵されています。これらの古文書類は市域の歴史を知るうえで非常に貴重な資料

です。本特別展では、博物館所有の文書だけでなく、館に保管されている寄託文書

も広く館蔵史料ととらえ、これら館蔵資料の公開とともに、それらの資料からどん

なことがわかるのか、図やグラフなども用いながら古文書からからみえてくる平塚

市域の近世の姿を五つのテーマ、23 の話題で紹介します。

　本特別展を通して、多くの皆様に歴史を知る手がかりとしての古文書の重要性を

知っていただき、お住まいの地域についての歴史や文化に関心を深めていただけれ

ば幸いです。

展示構成

　Ⅰ．村と領主

　Ⅱ．生業をめぐるくらし

　Ⅲ．村の社会生活

　Ⅳ．街道と舟運

　Ⅴ．生活文化のいろいろ 安永 7年（1778）南金目村領主中条氏臨時御用金目録と御用金使途内訳
　（博物館寄託文書）

◆特別展記念連続講演会

◎ 「近世文書を読む―道中日記にみる旅とその背景」
　　　講師：早田旅人（当館学芸員）
　　　日時：4月 2日 (土 ) 　午後 1時半～ 3時

◎ 「さまざまな資料で読み解く平塚の近世」

　　　講師：土井浩（当館前館長）
　　　日時：4月 16 日 ( 土 ) 　午後 1時半～ 3時

◎ 「平塚からみえる近世社会」

　　　講師：青木美智男さん（専修大学教授）
　　　日時：4月 17( 日 )　午後 1時半～ 3時

　※各回とも会場は平塚市博物館講堂、参加自由

◆学芸員による展示解説

　日時：4月 10 日 ( 日 )・23( 土 )・24( 日 )
　　　　午後 1時半～ 2時半
　参加：自由

◆裏打ちの会による古文書裏打ち実演公開

　日時：4月 24 日 ( 日 )　午前 10 時～午後 3時
　参加：自由
　場所：平塚市博物館科学教室

春　 期
特別展近世平塚への招待

―館蔵資料でみる２３題―

関連イベント

平成
17年

 3月1 9日（土）～5月8日（日）

■休館日は月曜日（3月 21 日は開館）

開催期間

天保15年（1844）新土村新領分宗門改帳とそれからわかる人口構成

（博物館寄託文書）
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第 6回博物館まつり　in 市民プラザ
開催期間：3/31（木）～ 4/5（火）

３月の寄贈品コーナー

会期：3月 19 日～ 4月 27 日
　どんな草木も花が咲き、実がみのります。その実は、なるべく広い範囲に子孫を残

すために、さまざまな力を利用して旅をしようとします。あるものは風の力を借り、

またあるものは鳥やけものに食べられて硬い

種子だけを糞の中に排出させるという捨て身

の作戦をとっています。自力ではじけるもの

もあれば、とげやねばりで動物の体について

運ばれるものもあります。今月の寄贈品コー

ナーでは、こうした実とたねのいろいろを紹

介します。外国産の大きな松ぼっくりなども

展示しますので、ぜひご来館ください。

　なお、博物館で収集した実とたねの標本目

録を近々刊行する予定になっています。

木と草の実とたね

写真　典型的なひっつき虫（オオオナモミ）

　毎年度末の恒例行事となった博物館まつり。今

年は紅谷町の平塚市民プラザに会場を移して開催

されます。日頃、博物館で学芸員とともに調査や

資料整理に取り組んでいる各サークルの活動成果

をご覧ください。調査時の写真や、趣向を凝ら

した作品が盛りだくさんに展示される予定です。

参加するのは、裏打ちの会、古文書講読会、古代

遺跡を探す会、湘南コケの会、石仏を調べる会、

天体観察会、漂着物を拾う会、星まつりを調べる会、

展示解説ボランティアの会、水辺の楽校生き物調

べの会、民俗探訪会の 11 団体です。

　３月はちょうど新入会員募集の時期です。博物

館の活動に参加してみたい方は、どこかのサーク

ルの会員になることをお勧めします。会場で、きっ

と興味を惹かれるサークルに出会えると思います。

　また、４月９日（土）には博物館講堂にて博物

館まつり発表会を催します。こちらもお楽しみに。 写真　各サークル手作りのポスター
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2005 年 4 月の行事

☆:展示 (無料）、プラネタリウム（観覧料）　○ :申込制　◎ :自由参加　無印 :年間会員制

この印刷物は大豆インクと再生紙を使用して作成しました。

2005 年 3 月の行事
3 2 水 社寺と祭を調べる会 特研室

3 3 木 展示解説ボランティアの会 特研室

3 4 金 古文書講読会 講　堂

3 5 土 天体観察会 ｢ 春の星と銀河 ｣ 月光天文台

3 6 日 古代遺跡を探す会
地質調査会
天体観察会 ｢ 春の星と銀河 ｣｢ まつり準備 ｣

野　外
特研室
月光天文台

3 10 木 湘南コケの会
石仏を調べる会

講　堂
特研室

3 11 金 古文書講読会 講　堂

3 12 土

◎

星まつりを調べる会
地質調査会
漂着物を拾う会

講　堂
野　外
虹ヶ浜

3 13 日 水辺の楽校生きもの調べの会
民俗探訪会 ｢ 博物館まつり準備 ｣

水辺の楽校
講　堂

3 16 水 裏打ちの会 講　堂

3 17 木 展示解説ボランティアの会 特研室

3 18 金 古文書講読会 講　堂

3 19 土 ☆
☆
☆
◎
◎

プラネタリウム ｢ 月探査ふたたび ｣
春期特別展 ｢ 近世平塚への招待 ｣ （～ 5/8）
寄贈品コーナー 「木と草の実とたね」 ( ～ 4/27)
開館記念 「お囃子演奏会」
星を見る会 ｢ 月と土星木星 ｣
天体観察会 ｢ まとめ ・ 春の星 ｣

プラネ室
特展室
展示室
玄関前
屋上･科学室
屋　上

3 20 日 ◎ ろばたばなし 展示室

3 24 木 植物誌調査会
石仏を調べる会

野　外
特研室

3 25 金
○

古文書講読会
雑貨団公演 「惑星のループループ」

講　堂
プラネ室

3 26 土 空襲と戦災を記録する会 特研室

3 27 日 相模川の生い立ちを探る会 野　外

3 31 木 ☆ 博物館まつり （～ 4/5） 市民プラザ

4 1 金 ☆
☆

春期特別展 ｢ 近世平塚への招待 ｣( ～ 5/8)
寄贈品コーナー ｢ 木と草の実とたね ｣( ～ 4/27)
古文書講読会

特展室
展示室
講　 堂

4 2 土 ☆
◎

ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ ｢ 月探査再び ｣( ～ 5/8)
特別展講演会 「近世文書を読む」

ﾌﾟﾗﾈ室
講　 堂

4 3 日 古代遺跡を探す会 館　 内

4 7 木 展示解説ボランティアの会 特研室

4 8 金 古文書講読会 講　 堂

4 9 土 ◎

◎

漂着物を拾う会
地質調査会
博物館まつり発表会

虹ヶ浜
野　 外
講　 堂

4 10 日
◎

水辺の楽校生きもの調べの会
学芸員による特別展解説

水辺の楽校
特展室

4 14 木 石仏を調べる会
湘南コケの会

特研室
講堂･野外

4 15 金 古文書講読会 講　 堂

4 16 土 ◎ 特別展講演会 「さまざまな資料で読み解く平塚の近世」
天体観察会 ｢ ガイダンスと惑星 ｣

講　 堂
屋上 ・ 科学室

4 17 日 ◎

◎

特別展講演会「平塚からみえる近世社会」
相模川の生い立ちを探る会
ろばたばなし

講　 堂
科学室
展示室

4 20 水 裏打ちの会
平塚社寺調査会

科学室
特研室

4 21 木 展示解説ボランティアの会 特研室

4 22 金 古文書講読会 講　 堂

4 23 土

◎

地質調査会
星まつりを調べる会
地域史研究入門ゼミ
空襲と戦災を記録する会
学芸員による特別展解説

科学室
講　 堂
講　 堂
特研室
特展室

4 24 日
◎
◎

みんなで調べよう ｢ ツバメ調べ ｣
学芸員による特別展解説
特別展関連行事「裏打ちの会実演」

講　 堂
特展室
科学室

4 28 木 石仏を調べる会
植物誌調査会

特研室
野　 外

4 29 金 ☆ 寄贈品コーナー ｢ 新資料紹介 ｣( ～ 6/5) 展示室

4 30 土 自然の新聞を作る会 野　 外

＜展示とプラネタリウム＞
☆春期特別展「近世平塚への招待ー館蔵資料でみる 23 題」
　会期：3月 19 日（土）～ 5月 8日〈日）
　時間：9時～ 17 時（ただし、金曜日は 19 時まで開館）
　会場：博物館特別展示室
☆プラネタリウム
　「月探査ふたたび」
　　投影日：3月 19 日（土）～ 5月 8日〈日）までの土・日曜日の 11 時と 14 時
　　観覧料：100 円（中学生以下無料）
☆寄贈品コーナー
　「草木の実とたね」
　植物の果実と種子のいろいろを紹介します。
　 会期：3月 19 日（土）～ 4月 27 日〈水）
☆第 6回博物館まつり
　博物館で活動するサークル団体による展示会です
　会期：3月 31 日〈木）～ 4月 5日（火）
　時間：10 時～ 18 時 30 分（最終日は 15 時まで）
　場所：市民プラザ（紅谷町 18 ／銀座通り西端）

　＜参加者募集＞
◎漂着物を拾う会
　海岸に流れ着いた物から、来歴を推理したり、自然環
境を考えます。
　日時：3月 12 日（土）　9時 30 分～ 11 時
　場所：平塚虹ヶ浜海岸
　参加：自由（ただし、初めての方は往復はがきで申し込むこと

◎星を見る会　
　「月と木星土星」を見よう
　日時：3月 19 日〈土〉　19 時～ 20 時 30 分
　場所：博物館屋上
　参加：自由
◎ろばたばなし
　民家の囲炉裏端で昔話を聞いてみませんか
　日時：3月 20 日〈日）　〈1〉13 時 20 分～　〈2〉15 時～
　場所：展示室民家
　参加：自由
○雑貨団プラネタリウム公演「惑星のループ・ループ」
　日時：3月 25 日（金）　　(1)14 時～　(2)18 時～
　観覧料：無料
　申込：3月 1日 (火）より電話にて受付
　※内容は演劇のため、幼児同伴の観覧はご遠慮ください。
　定員：各回 50 名（小学生以上、先着順）
◎開館記念「お囃子演奏会」
　本紙一面をご覧ください

※博物館の展示はボランティアによる解説が受けられます。




